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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

1. 圏域、河川の概要 

1.1 志賀・大津圏域の概要 

志賀・大津圏域は、滋賀県の西南部に位置し、大津市の安曇川
あ ど が わ

、瀬田川
せ た が わ

以東を

除く地域、高島市の鵜川
う か わ

流域を対象としており、圏域の大部分が大津市に含まれ

ています。圏域は、南北に長く、東西に短い特徴があり、その面積は約 297km2と

なります。 

圏域には、一級河川が全部で 52 河川あり、比良山地、比叡山地などに水源を

発し、東西に流れ、琵琶湖へ直接流入する一級河川が 36 河川あります。 

 
 
 

 
 
 

図 志賀・大津圏域河川位置図 
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出典・根拠 

 
 
 
 

表 河川表 

 水 系 淀 川
第1次 第2次 第3次 第1次 第2次 第3次
支川名 支川名 支川名 支川名 支川名 支川名

四宮川 藤尾川 御呂戸川
国分川 天神川 大倉川
千丈川 真野川 世渡川
多羅川 融川
大津放水路 乗馬川
三田川 丹出川
盛越川 和邇川
琵琶湖 兵田川 喜撰川

篠津川 鎌田川 真光寺川
相模川 生川
常世川 天川
吾妻川 八屋戸川
百々川 野離川
熊野川 木戸川
不動川 大川
柳川 大谷川 四つ子川
際川 比良川
四ツ谷川 家棟川
藤ノ木川 大堂川
足洗川 大宮川 滝川
高橋川 北川
大正寺川 鵜川
雄琴川 8 36 8

合計 52
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(地形・地質) 

滋賀県の地形は琵琶湖を中心として周囲を北に野坂山地、東に伊吹山地、鈴鹿

山脈が、西に比良山地、南に田上信楽山地が取り囲み、全体として盆地地形を形

成しています。圏域の地形は、南北に長く急峻な山地が琵琶湖に迫っているた

め、河川の流路延長は短く、急流河川の様相を呈しており、下流部での低平地（三

角州、扇状地）については大きな発達が見られません。また、高島市マキノ町か

ら大津市にいたる断層帯である琵琶湖西岸断層帯のうち、比良断層や比叡断層

などが圏域に位置しており、比良山地・比叡山地の西斜面を南北に走る花折断層

は、顕著な断層谷を形成しています。 

圏域の地質の特徴は、圏域中央部に中新生界の花崗岩類から成る比良山麓複

合扇状地や古琵琶湖層群の火山灰から成る堅田
かたた

丘陵があります。圏域を流下す

る河川の上流部には、比良山地・比叡山地・醍醐
だいご

山地が連なっています。これら

の山地は、主に風化しやすい地質である古生界の砂岩や粘板岩、中生界の花崗岩

から形成されており、侵食による土砂流出が多い原因となっています。 

  
 

   
  

図 志賀・大津圏域土地分類図 

 出典：国土交通省 国土調査課ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（昭和 50 年発行） 
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出典・根拠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 花折断層帯位置図 

 出典：滋賀県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 防災管理局 地震対策情報 図 琵琶湖西岸断層帯位置図 

 出典：滋賀県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 防災管理局 地震対策情報 
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出典・根拠 

 
 

 

 
 

図 志賀・大津圏域地質図 

 出典：国土交通省 国土調査課ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（昭和 50 年発行） 
図 滋賀県地形区分図 

 出典：滋賀県の自然／（財）滋賀県自然保護財団） 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(気候) 

日本列島のほぼ中央に位置する滋賀県は、周囲を高い山々で囲まれており、日

本海型気候区(北陸地方)、瀬戸内海型気候区、東日本型気候区(東海地方)が接し

た位置にあります。このため、滋賀県の気候は、温暖な東日本・瀬戸内型と冬季

に雪による降水量が多い日本海・中部山岳型の気候を相備えながら、琵琶湖の気

候調節作用の影響を受けるため、県全体を一気候で特色付けられません。 

志賀・大津圏域は、琵琶湖西岸の南北に細長い形状のため、北部と南部で気候

が異なります。近年 10 年間の気温および降水量をみると、圏域北部の南小松で

は年間降水量が 1,905mm、月別平均気温が 15.2℃となっており、冬に降水量(積

雪量含む)が多い日本海型気候となっています。一方、圏域南部の大津では、年

間降水量が 1,632mm､平均気温が 15.7℃となっており、南小松に比べると雪の影

響を受けにくく、また年間降水量が少ない瀬戸内海型気候となっています。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 月別降水量と月別平均気温（平成 25 年～令和 5 年） 

 出典：気象庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 気象統計情報 

 

出典：彦根地方気象台ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

図 観測所位置図 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(自然・景観) 

圏域北部の比良山や圏域中南部の比叡山をはじめとする山並みや琵琶湖湖岸

一帯は、昭和 25 年にわが国で初めて指定された国定公園である｢琵琶湖国定公

園｣に属しており、豊かな自然環境や動植物の宝庫となっています。 

河川には、ウツセミカジカ(環境省レッドリスト：絶滅危惧ⅠB 類)などの貴重

な種やトウヨシノボリなどの魚類が生息しています。鳥類では、ヒドリガモやカ

ワセミなどが生息し、植物では、ガマやヨシが繁茂しています。 

また、琵琶湖や比良・比叡の山並みを中心とした美しい景観は古くから多くの

人々に親しまれており、その自然環境と歴史が一体となった特色ある景観を伝

えてきました。その 1 つである近江八景※1 のうち 7 つが志賀・大津圏域に属し

ています。 

令和 5 年 2 月には、一般投票をもとに将来にわたり守り育てていきたい景観

を眺めることができる視点場である「滋賀の眺望景観ビューポイント」が 30 か

所選定され、うち 7 か所が志賀・大津圏域にあります。 

大津市は、これらの時代を超えて変わらぬ価値を持つ自然景観や歴史的景観

を後世に継承していくために、平成 17 年 3月 28 日付けで、景観法に基づく「景

観行政団体」となり、景観形成推進に取り組んでいます。 

 
※1）近江八景 

近江八景とは、①瀬田
せ た

の夕 照
せきしょう

、②石山
いしやま

の秋 月
しゅうげつ

、③粟津
あわづ

の晴嵐
せいらん

、④三井
み い

の

晩 鐘
ばんしょう

、⑤唐崎
からさき

の夜雨
や う

、⑥比良
ひ ら

の暮雪
ぼせつ

、⑦堅田
かたた

の落雁
らくがん

、⑧矢橋
やばせ

の帰帆
きはん

などの琵

琶湖の景勝をいいます。(下線は圏域内にあることを示す) 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

図 志賀・大津圏域指定公園位置図 

 出典：滋賀の環境 2023（令和 5年版 環境白書） 

電子地形図（国土地理院）を加工して作成 
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出典・根拠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 ウツセミカジカ 

 

写真 トウヨシノボリ 

 

写真 ヒドリガモ 

 

写真 カワセミ 

 

写真 ガマ 

写真 ヨシ 

図 近江八景位置図 写真出典：滋賀県ＨＰ 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(歴史) 

圏域は、都として栄えた京都・奈良に近く、また西国と東国・北国を結ぶ交通

の要衝として古くから歴史の表舞台に登場してきました。陸路は、京都から北陸

方面へ抜ける鯖
さば

街道（国道 367 号）や西近江路（県道高島大津線）が通り、ま

た、陸上、湖上交通の結節点としての大津港は重要な港であり最盛期に千艘以上

の丸子
まるこ

船
ぶね

が集まるなど、港町、宿場町、城下町として栄えました。このように、

大津市は古都として相応しい歴史的風土を有していることが評価され、平成 15

年 10 月 10 日に、全国で 10 番目となる古都保存法に基づく「古都」に指定され

ました。 

 

 

 
 
 
  

図 湖国の街道と宿場町 



10 

  

河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(文化財) 

滋賀県は、美しい自然とそれぞれの時代が代表する豊かな歴史文化資産に恵

まれ、国宝や文化財の数は全国でも有数を誇っています。 

圏域内には、数多くの貴重な文化財が存在し、その内訳は、国宝および国指定

の重要文化財が 471 件、県指定の文化財が 91 件となっています。主なものとし

て、建造物では、石山寺本堂（国宝、大津市石山寺 1 丁目）や、延暦寺
えんりゃくじ

根本
こんぽん

中 堂
ちゅうどう

（国宝、大津市坂本本町）、園城寺
おんじょうじ

金堂
こんどう

（国宝、大津市園城寺町）などがありま

す。また、延暦寺の門前町として栄えた大津市坂本地区は、大津市坂本伝統的建

造物群保存地区（重要伝統的建造物群保存地区）に選定されています。天然記念

物としては、石山寺硅
いしやまでらけい

灰
かい

石
せき

（国指定、大津市石山寺辺町）、比叡山鳥類繁殖地

（国指定、大津市坂本本町）の 2 件が指定されています。 

また、常世川の橋梁部や坂本地区などには、古くから地域住民との関わりをも

つ石仏が多く残っており、三田川などには生活文化財としての河道内の洗い場

も残っています。 

 

 

 
表 県指定（選択・選定）件数一覧  （令和 6 年 3 月時点） 

表 国指定件数一覧     （令和 6 年 3 月時点） 

出典：滋賀県文化財保護課提供資料 

写真 常世川の橋梁部の石仏（松ヶ枝 1 号橋上流） 

絵
画

彫
刻

工
芸
品

書
跡
・
典
籍
・
古
文
書

考
古
資
料

歴
史
資
料

指
定

選
択

大津市 11 16 11 11 13 11 3 76 1 (1) 1 (1) 4 0 5 9 1 4 5 91
※無形文化財、選定保存技術のうち、()内の数値は、認定団体・団体数を示す

合
計

選
定
保
存
技
術

史
跡

名
勝

天
然
記
念
物

名
勝
史
跡

計

記念物

建
造
物

計
有
形

計
指
定

美術工芸品
有形文化財（重要文化財） 無形文化財

無形
民俗文化財

選
択

計

絵
画

彫
刻

工
芸
品

書
跡
・
典
籍
・
古
文
書

考
古
資
料

歴
史
資
料

指
定

選
択

大津市 62 (9) 60 (3) 95 (3) 23 (3) 54 (17) 8 (1) 5 307 (36) 1 (1) 1 (1) 1 1 14 1/2 2 2 3 21 1/2 1 2 (2) 134 2 2 471 1/2
※有形文化財のうち、()内の数値は、国宝を示し内数である
※記念物のうち、()内の数値は、特別史跡、特別名勝、特別天然記念物を示し内数である
※無形文化財、選定保存技術のうち、()内の数値は、認定団体・団体数を示す

登
録
有
形
文
化
財

（

民
俗
文
化
財
）

登
録
記
念
物

合
計

天
然
記
念
物

名
勝
史
跡

計

重
要
伝
統
的
建
造
物

保
存
地
区

重
要
文
化
的
景
観

登
録
有
形
文
化
財

（

建
造
物
）

計
有
形

無形

計
史
跡

名
勝

有形文化財（重要文化財） 無形文化財 民俗文化財 記念物

選
定
保
存
技
術

建
造
物

美術工芸品

計
指
定

選
択
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出典・根拠 

 
 

 

 
 
 
 

写真 延暦寺 

木造千手観音立像(重文) 

写真 彫刻延暦寺不動明王 

二童子笠像(重文) 

写真 園城寺境内古図(重文) 

写真 

大津市坂本伝統的 

建造物群保存地区 

（重伝建） 

写真 史跡 穴太廃寺跡 

図 文化財 写真位置図 

写真 延暦寺根本中堂(国宝)、廻廊(重文) 

出典：電子地形図（国土地理院）を加工して作成 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(土地利用) 

圏域の令和 3 年度の土地利用は、森林が約 68.5％、建物・幹線交通用地が約

18.6％、農用地が約 8.0％となっており、森林の占める割合が約 7 割近くと大き

くなっています。昭和 51 年度に比べて、建物・幹線交通用地が約 2 倍と大きく

なっており、市街化が進んでいます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 志賀・大津圏域土地利用図（Ｒ３） 

出典：国土交通省 国土計画局 参事官室 GIS ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

図 志賀・大津圏域土地利用図(Ｓ５１) 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(人口) 

圏域が位置する大津市※2の令和 2 年の人口は約 34.5 万人で、県人口の 24.4％

にあたります。また世帯数は約 14.6 万戸（県世帯数の約 25.6％）となっており、

昭和 55 年に比べ、40 年間で人口は 1.51 倍、世帯数は 2.14 倍増加しており、全

国的に見ても高い水準の人口増加率を示しています。 

 
※2）大津市 

本整備計画中に記載されている大津市とは、平成 18 年の合併後の大津市（旧

大津市と旧志賀町が合併）のことをいいます。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

出典：令和２年国勢調査 

 

図 志賀・大津圏域の人口推移 
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）

年
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志賀・大津圏域関連市の人口の推移

S55（1980） S60（1985） H2（1990） H7（1995） H12（2000） H17（2005） H22（2010） H27（2015） R2（2020）

大津市 215,321 234,551 260,018 276,332 288,240 301,672 337,634 340,973 345,070
志賀町 13,661 16,164 17,272 19,242 21,553 22,047 - - -
圏域関連合計 228,982 250,715 277,290 295,574 309,793 323,719 337,634 340,973 345,070
昭和55年を1.0
とした延び

1.00 1.09 1.21 1.29 1.35 1.41 1.47 1.49 1.51

滋賀県計 1,079,898 1,155,844 1,222,411 1,287,005 1,342,832 1,380,361 1,410,777 1,412,916 1,413,610
大津市合計/県合計 0.212 0.217 0.227 0.230 0.231 0.235 0.239 0.241 0.244

志賀・大津圏域関連市の世帯数の推移

S55（1980） S60（1985） H2（1990） H7（1995） H12（2000） H17（2005） H22（2010） H27（2015） R2（2020）

大津市 64,976 72,012 82,556 92,319 100,949 111,336 130,335 136,513 146,088
志賀町 3431 4147 4574 5419 6498 7139 - - -
圏域関連合計 68,407 76,159 87,130 97,738 107,447 118,475 130,335 136,513 146,088
昭和55年を1.0
とした延び

1.00 1.11 1.27 1.43 1.57 1.73 1.91 2.00 2.14

滋賀県計 294,534 320,354 352,364 394,848 440,294 479,217 517,748 537,550 571,374
大津市合計/県合計 0.232 0.238 0.247 0.248 0.244 0.247 0.252 0.254 0.256

圏域関連
人口（人）

圏域関連
世帯数（世帯）

表 志賀・大津圏域関連市の人口・世帯数推移 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
 (産業) 

圏域が位置する大津市の令和 2 年の産業別就業者人口は、第 1 次産業が約 0.3

万人（2.1％）、第 2 次産業が約 3.3 万人(22.2％)、第 3 次産業が約 11.2 万人

(75.7％)であり、第 3 次産業の割合が高くなっています。 

製造業についてみると、令和 2 年の事業所数（従業員が 4 人以上）が 205 箇所

となっています。 

製造品出荷額などについては、年間 3,505 億円となっており、業種としては生

産用機械器具製造業が最も多く､次いでプラスチック製品製造業、はん用機械器

具製造業となっています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 大津市の産業別就業者人口（令和 2 年） 

 

出典：令和 2 年国勢調査 

表 大津市の事業所数・製造品出荷額等（令和 2 年） 

 

出典：令和 2 年工業統計調査 

製造品
出荷額

加工賃
収入額

その他
収入額

計

大津市　計 205 3,505 146 232 3,883

食料品 33 204 5 29 238

飲料・たばこ・飼料 6 28 0 0 29
繊維工業 7 86 9 0 95

木材・木製品 2 × × × ×
家具・装備品 8 7 0 0 7

パルプ・紙・紙加工品 10 184 3 11 198
印刷・同関連業 10 19 1 0 20

化学工業 2 × × × ×
石油製品・石炭製品 1 × 0 × ×

プラスチック製品 19 471 13 4 488
ゴム製品 1 × × × ×

なめし革・同製品・毛皮 1 0 × 0 ×
窯業・土石製品 15 327 4 42 373

鉄鋼業 1 × 0 0 ×
非鉄金属 2 × × × ×
金属製品 14 75 15 15 105

はん用機械器具 8 443 4 8 455
生産用機械器具 22 854 27 2 882
業務用機械器具 7 305 1 4 309

電子部品・デバイス・電子回路 9 230 7 108 345
電気機械器具 12 179 6 2 187

情報通信機械器具 0 0 0 0 0
輸送用機械器具 5 11 6 0 18

その他 10 16 1 0 17

市町
産業分類

製造品出荷額等（億円）

事業所数

第1次産業 第2次産業 第3次産業 合計

大津市 3,036 32,908 112,166 148,110
(割合：%) 2.05 22.22 75.73 100

就業者人口（人）
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(交通) 

圏域の交通は、主に湖岸周辺の平地部に集中し、なかでも圏域南部の瀬田川河

畔から逢坂
おうさか

峠にかけては交通の要衝となっており、JR 東海道新幹線、JR 東海道

本線（JR 琵琶湖線）、京阪電車京津線などの鉄道のほか、中央自動車道西宮線（名

神高速道路）、国道 1 号および国道 1 号バイパス（京滋バイパス）が通っていま

す。また、湖岸に並行して JR 湖西線、京阪電車石山坂本線のほか、国道 161 号

バイパス（西大津バイパス・湖西道路・志賀バイパス）、県道高島大津線があり、

近畿､東海､北陸をつなぐ重要な路線として、その役割を果たしています。 

また、圏域と琵琶湖東岸をつなぐ重要な橋として昭和 39 年に琵琶湖大橋（橋

長 1.40km）が交通の所要時間短縮、観光促進を目的として開通しました。また、

滋賀県の政治・経済・文化の中心地である大津市と、産業経済発展の著しい湖南・

湖東を結ぶ幹線道路である国道 1 号のバイパスとして昭和 49 年に近江大橋（橋

長 1.29km）が開通しました。 

 
 

 

 

図 志賀・大津圏域の交通網 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(農業) 

圏域が位置する大津市の農業産出額は、米が約 7 割を占めており、次いで野菜

が約 2 割、畜産（乳用・肉用牛、養鶏など）が約 1 割となっています。 

令和 5 年の耕地面積について見ると、水田面積が 1,970ha、畑面積が 56ha と

なっており、近年 10 年間で水田面積が約 0.87 倍、畑面積が約 0.60 倍となって

います。 

 

 
(漁業) 

圏域の漁業は、琵琶湖においてはエリと呼ばれる小型定置網を主としてアユ・

ワカサギなどの漁が行われています。また、圏域の位置する大津市では、セタシ

ジミが特産品として有名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真 エリ（小型定置網） 

図 大津市の農業産出額 

出典：わがマチ・わがムラ-市町村

図 大津市の水田・畑面積の変遷 

出典：農林水産関係市町別統計 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
(その他の産業) 

地場産業としては、草木染手組組紐
くさきぞめてぐみくみひも

、膳所焼
ぜ ぜ や き

、大津絵などがあります。 

また、圏域内では琵琶湖や山間部の豊かな自然環境や美しい景観を活かし、県

道高島大津線などの湖岸道路や比叡山ドライブウェイなどを用いた観光や比叡

山延暦寺・石山寺をはじめとする歴史的遺産をめぐる観光が盛んです。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出典：滋賀県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 滋賀県伝統産業 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

1.2 河川の現状と課題 

1.2.1 治水に関する現状と課題 

（河川の現状） 

圏域内には琵琶湖も含め一級河川が 52 河川存在します。この内、琵琶湖に直

接流入する河川は 36 河川であり、瀬田川に流入する 6 河川を除き、残りの多く

はこれらの支川となっています。 

圏域内の河川は、背後に比良山地・比叡山地などの急峻な山地が位置すること

から、延長が短く、北部で約 10km 以下、南部でより短く 5km 以下となっていま

す。 

 
真野川
ま の が わ

は比叡山地に源を発し、南東部に流れ上流部で乗馬川
じょうめかわ

、融 川
とおるかわ

と合流し

た後、真野地区を東に流下し、国道 161 号の交差後に世渡川
せ と が わ

と合流して、JR 湖

西線を横断した後に琵琶湖に注ぐ流路延長 8.2km、流域面積 18.3km2の一級河川

です。真野川は国道 161 号から上流では概ね山付区間で掘込河道となっている

一方、下流には築堤区間が見られ、一部天井川の様相を呈する区間もあります。

現在、護岸の整備を実施中です。 

 
 
 

 

図 真野川 現況写真位置図 

② ① 

③ 

④ 

⑤ 

③ 真野川 

② 真野川 ① 真野川 

④ 真野川 

⑤ 真野川大橋 

出典：電子地形図（国土地理院）を加工して作成 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
藤ノ木川
ふじのきがわ

は比叡山に源を発し、山間部を流下し、狭小な平地部を流れ、京阪電

車石山坂本線、国道 161 号、JR 湖西線を横断後に琵琶湖に注ぐ、流路延長 2.4km、

流域面積 1.8km2 の一級河川です。藤ノ木川は京阪電車石山坂本線付近から上流

では概ね山付区間、掘込河道となっていますが、京阪電車石山坂本線付近から国

道 161 号付近までは天井川となっており、河床はコンクリートで覆われていま

す。現在、天井河川の切り下げなどの整備を実施中です。 

 
常世川
つねよがわ

は中央自動車道西宮線（名神高速道路）大津インターチェンジ付近に源

を発し、市街地を流下し、国道 1 号、JR 東海道本線、京阪電車石山坂本線を横

断後に琵琶湖に注ぐ、流路延長 1.0km、流域面積 0.9km2の一級河川です。吾妻川
あづまがわ

は音羽山付近に源を発し、国道 1 号を横断後に蟹川
かにがわ

と合流し、JR 東海道本線(JR

琵琶湖線)、京阪電車石山坂本線を横断後に琵琶湖に注ぐ、流路延長 2.3km、流

域面積 1.6km2 の一級河川です。常世川・吾妻川は、吾妻川の一部に天井川の区

間がありますが、概ね全川にわたって掘込河道となっています。 

 

 

 

 
 
 
 

図 藤ノ木川 現況写真位置図 

図 吾妻・常世川 現況写真位置図 

② 

① 

⑤ 

③ 

④ 

② 常世川現川 

① 常世川 

③ 常世川 

④ 吾妻川現川 

② 

③ 

③ 藤ノ木川 

② 藤ノ木川 

① 藤ノ木川 

⑤ 吾妻川 

① 

出典：電子地形図（国土地理院）を加工して作成 

出典：電子地形図（国土地理院）を加工して作成 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
諸子川
もろこがわ

（普通河川）、堂の川
どうのかわ

（普通河川）、相模川
さがみがわ

、篠津川
しのつがわ

、兵田川
ひょうだがわ

、盛越川
もりこしかわ

、

狐 川
きつねがわ

（普通河川）、三田川
さんたがわ

の 8 河川（以下、相模川、盛越川など 8 河川）は音羽山
おとわやま

や千頭
せんず

岳
だけ

の山地に源を発し、中央自動車道西宮線(名神高速道路)を横断した後、

大津市街地を流下して、国道 1 号、JR 東海道新幹線、JR 東海道本線(JR 琵琶湖

線）、京阪電車石山坂本線などの主要幹線道路や鉄道を横断して琵琶湖または瀬

田川(淀川)へ注ぐ河川で、8河川の総流域面積は約 15.2km2です。 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：淀川水系流域委員会 第 1回琵琶湖部会 資料 3 淀川水系の現状説明 
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河川整備計画（本文） 河川整備計画（本文） 

 
（過去の主要な洪水の概要） 

圏域において過去に大きな被害を及ぼした主な洪水は、明治 29 年の豪雨、昭

和 28 年の台風 13 号、昭和 34 年の伊勢湾台風などがあります。 

主要河川では、昭和 40～50 年代に真野川と常世川で床下浸水被害が発生しま

した。真野川では、昭和 44 年に梅雨前線豪雨により、床下浸水 16 戸の被害が生

じました。常世川では、昭和 43 年に 2 度の集中豪雨と台風 10 号によって、合わ

せて床下浸水 110 戸、半壊家屋 2 戸の被害が生じました。このとき、大津雨量観

測所では時間雨量 46mm を記録しました。 

また、近年では、平成 8 年と平成 9 年に大宮川、藤ノ木川、平成 25 年に吾妻

川で浸水被害が発生しました。平成 8 年の豪雨では、大宮川で床下浸水 5 戸、床

上浸水 1 戸の被害が生じました。平成 9 年の豪雨および台風 11 号では、大宮川

で床下浸水 102 戸、床上浸水 16 戸、藤ノ木川では、床下浸水 70 戸の被害が生じ

ました。このとき、坂本雨量観測所では時間雨量 83mm を記録しました。平成 25

年の台風 18 号では、吾妻川で床下浸水 87 戸、床上浸水 3 戸の被害が生じまし

た。 

相模川、盛越川など 8 河川でも度々洪水が発生し、床下浸水や床上浸水の被害

が生じています。 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表 志賀･大津圏域の主要水害一覧 

 
床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計

S41 台風24号 9/18~9/23 ー 10 0 0 0 10 0 0 0 水害統計
S44 梅雨前線豪雨 6/20~7/14 溢水 16 0 0 0 16 0 0 0 水害統計
S51 梅雨前線豪雨 6/9 ー ー ー ー ー 6 ー ー 150,000 出典元不明

H8 豪雨 8/26~8/29
無提部浸水
有提部溢水

5 1 0 0 6 160 0 160 水害統計

H9 豪雨及び台風11号 8/3~8/13 有提部溢水 102 16 0 0 118 4,745 0 4,745 水害統計
H6 その他の異常気象 有提部溢水 0 2 0 0 2 200 0 200 水害統計
H8 豪雨 8/26~8/29 有提部溢水 1 1 0 0 2 40 0 40 水害統計
H9 豪雨及び台風11号 8/3~8/13 有提部溢水 14 0 0 0 14 180 0 180 水害統計

藤ノ木川 H9 豪雨及び台風11号 8/3~8/13
無提部浸水
有提部溢水

70 0 0 0 70 1,380 0 1,380 水害統計

S43 集中豪雨 7/2~7/3 溢水 50 0 0 0 50 15,000 0 15,000 水害統計
S43 集中豪雨 8/18 溢水 30 0 2 0 32 10,000 0 10,000 水害統計
S43 台風10号 8/25~8/26 溢水 30 0 0 0 30 10,000 0 10,000 水害統計

吾妻川 H25 台風18号 9/14~9/17 無堤部溢水 87 3 35 0 125 18,608 0 18,608 水害統計

諸子川、堂の川、相模川、篠津川、兵田川、盛越川、狐川、三田川の8河川

床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計
諸子川 S43 集中豪雨 7/2～7/3 溢水 40 0 0 0 40 13,000 0 13,000 水害統計
諸子川
堂の川

S44 前線 8/1～8/2 ー (51) (11) ー (1) (63) ー ー (380,000) 琵琶湖河川事務所HP

相模川 S47 台風20号 9/16~9/17 ー (898) ー ー ー (898) ー ー (380,000) 琵琶湖河川事務所HP
篠津川 S43 集中豪雨 7/2~7/3 溢水 30 0 0 0 30 5,000 0 5,000 水害統計

S43 集中豪雨 7/2~7/3 溢水 50 0 0 0 50 10,000 0 10,000 水害統計
S43 台風10号 8/25~8/26 溢水 50 0 0 0 50 10,000 0 10,000 水害統計
S43 集中豪雨 7/2~7/3 溢水 30 0 0 0 30 5,000 0 5,000 水害統計
S43 台風10号 8/25~8/26 溢水 30 0 0 0 30 10,000 0 10,000 水害統計
S43 集中豪雨 7/2~7/3 溢水 30 0 0 0 30 10,000 0 10,000 水害統計

S45
梅雨前線豪雨
及び台風2号

6/10~7/18 浸水 10 0 0 0 10 15,000 20,000 35,000 水害統計

S57
豪雨、落雷、風浪と
台風10号

7/5~8/3 ー 3 0 0 0 3 1,000 0 1,000 水害統計

S57 台風10号 7/31~8/2 ー (170) (253) ー ー (423) ー ー (180,000) 琵琶湖河川事務所HP
H25 台風18号 9/14~9/17 無堤部溢水 14 0 0 0 14 2,081 4,693 6,774 水害統計

相模川
篠津川
盛越川
狐川

H1 秋雨前線 9/5~9/9 ー
(180)
[13]

(165)
[2]

ー ー
(345)
[15]

ー ー (150,000) 琵琶湖河川事務所HP

※1：（ ）書きは大津市全体の被害を表し、[ ]書きは、大津放水路流域内数量が判明しているものを計上

足洗川

常世川

兵田川

盛越川

三田川

浸水原因
浸水被害（戸数）※1 浸水面積（m2）※1

出典河川名 年度 異常気象名
水害発生
年月日

河川名

真野川

大宮川

浸水被害（戸数） 浸水面積（m2）
出典年度 異常気象名

水害発生
年月日

浸水原因
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出典・根拠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 真野川 

昭和 51 年 6 月 

県道高島大津線（旧：国道 161 号）下流 

（大津市今堅田 3 丁目）での被害 

写真 常世川 

昭和 43 年 7 月 5～6 日 

大津市内での被害 

写真 吾妻川 

平成 25 年 9 月 15～16 日 

吾妻川（中町橋） 

写真  藤ノ木川 

平成 9 年 8 月 5 日 

作り道（大津市坂本 4 丁目）での被害 

写真 大宮川 

平成 9 年 8 月 5 日 

大宮川橋（大津市下阪本 6 丁目）での被害 

写真 三田川 

昭和 57 年 7 月 31 日～8 月 2 日 

出典：電子地形図（国土地理院）を加工して作成 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
（治水事業の沿革） 

このような洪水の被害を軽減するため、河川改修事業や災害復旧事業などに

より、河川の改修工事や護岸の復旧工事などを行ってきました。特に昭和 47 年

から開始した琵琶湖総合開発事業により、河川改修の投資額が大幅に伸び、圏域

内の河川改修は大きく前進しました。 

 
真野川の改修は、災害復旧事業など護岸の復旧工事を主体として実施してき

ました。しかし、川幅が狭く、流下能力が大きく不足していることから、平成 6

年度から河川改修事業全体計画を策定のうえ、事業に着手しました。その後事業

用地の取得を進め、現在は河口部から改修工事を行っています。 

 
藤ノ木川は、昭和 45 年に事業に着手し、琵琶湖総合開発事業などにより河口

部から上流約 1140m 区間の改修を完了しています。現在では、人家密集地の国道

161 号上流部から市道幹 2120 号線（つくり道）間の 380m が未改修区間となって

います。 

 
常世川は、昭和 51 年に事業に着手し、常世川および吾妻川の 2 河川を統合す

るトンネル河川として琵琶湖総合開発事業などにより常世川合流点より上流約

140m までの区間が平成 10 年度に完了しています。現在では、改修済みのトンネ

ル河川に常世川および吾妻川を暫定的に取り付けています。 

 
相模川、盛越川など 8 河川の治水対策として、国の直轄事業である大津放水路

事業が進められています。大津放水路事業は、洪水時の各河川からの流水を中央

自動車道西宮線(名神高速道路)沿いに設けた分水工から放水路トンネルへ導

き、瀬田川へ放流しようとするもので、平成 17 年 6 月に瀬田川から盛越川まで

の第一期工事が完成し、通水されたことにより、盛越川から諸子川までの上流第

二期工事の早期実施が望まれています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真野川 真野川 

藤ノ木川 

藤ノ木川 

吾妻川 
常世川 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
（治水上の課題） 

災害復旧事業や計画的な改修事業を進めてきたことにより、大規模な洪水被

害は減少していますが、近年、全国各地で気候変動による集中豪雨が頻発してい

ることから、河川の施設能力を上回る洪水（以下、超過洪水という）が発生する

危険性が増大しています。 

また、圏域の市街化の進展や交通網の整備などにより人口・資産の集中が見ら

れるなど堤内地の土地利用の高度化が進んでいます。 

さらに、これまでの洪水対策では、河川管理者による取り組みだけでなく、住

民による自主的な判断や自助活動として、地域防災力の中心・中核を担う消防団

による活動が重要な役割を担ってきましたが、核家族化による水害に対する知

恵の伝承の断絶などや団員の高齢化やサラリーマン化による組織の弱体化が見

られることから、治水に関する関心が低下する状況にあります。 

このように全体として地域防災力が低下し、水害発生時の被害ポテンシャル

が高まっており、今後とも生命の安全確保と財産の保護が急務となっています。 

改修が進んでいる箇所においても、護岸の老朽化や背後地の利用状況の変化

により、水衝部などで危険性が確認された箇所に対しては、個別の対応策とし

て、堤防の質的強化や氾濫制御を図る対策も併せて進めていく必要があります。 

こうしたことから、県民の命を守り壊滅的な被害をできるだけ少なくするた

め、これまでの川の中の対策に加え、自助・共助・公助を組み合わせた川の外の

対策を推進し、効果的に治水安全度を高める取り組みを進めていく必要があり

ます。 
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出典・根拠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 真野川下流 流下能力図 

整備実施区間 

L=3.1km L=2.2km 

整備実施検討区間 
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出典・根拠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 藤ノ木川下流 流下能力図 

実施済み区間 L=1.1km 

 

整備実施区間 L=0.4km 
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出典・根拠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 吾妻川下流 流下能力図 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 
 

真野川は河積が小さく、氾濫原には、県道高島大津線、国道 161 号、国道 477

号、JR 湖西線などの多くの交通網が通っており、交通の要衝となっています。

また、下流は、密集市街地であり、人口や資産が集中しているだけでなく、娯楽

施設や商業施設なども多く存在しています。さらに当地区は近年、京阪神のベッ

ドタウンとしての市街化が急激に進んでいることから、洪水時には深刻な被害

が発生するおそれがあるため、浸水被害の低減を図るとともに破堤による壊滅

的な被害を回避する必要があります。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出典：平成 21 年度第 3 回滋賀県公共事業評価監視委員会 資料 2-2 P8 

図 真野川の氾濫原 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
藤ノ木川は河積が小さく、氾濫原には、県道高島大津線、国道 161 号、JR 湖

西線や京阪電車石山坂本線など主要な路線が通っており、中・下流は密集市街地

であり、人口や資産が集中しているだけでなく、世界遺産に登録された延暦寺と

深い関係のある寺院や里坊など保全すべき建造物が多く存在しています。また

密集市街地を天井川が流下していることから、洪水時には深刻な被害が発生す

るおそれがあるため、浸水被害の低減を図るとともに破堤による壊滅的な被害

を回避する必要があります。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：平成 20 年度第 6 回滋賀県公共事業評価監視委員会 資料 5-1 

図 藤ノ木川の氾濫原 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

 
常世川・吾妻川は河積が小さく、氾濫原には、人口、資産が集中する県都大津

市の中心市街地があるほか、国道 1 号、JR 東海道本線（JR 琵琶湖線）、京阪電車

石山坂本線などの主要交通幹線が通っており、また県庁など重要施設付近や密

集市街地を蛇行しながら流下していることから、洪水時には深刻な被害が発生

するおそれがあるため、溢水による被害を軽減する必要があります。 

 
 

 

図 常世川・吾妻川の氾濫原 

出典：平成 20 年度第 6 回滋賀県公共事業評価監視委員会 資料 5-1 



31 

 

河川整備計画（本文） 出典・根拠 
 

1.2.2 利水に関する現状と課題 

圏域内の河川水は、かんがい用水や飲料用以外の生活用水などに利用されて

います。また、圏域内の水道普及率は 99.9％（令和 3 年 3 月末時点）となって

おり、そのほとんどが琵琶湖の水を利用しています。 

 

真野川の河川水は、大野地区、家田
いえだ

地区、中村地区、沢地区、北村地区、今堅

田地区などの主に農業用水として利用されている他、飲料用以外の生活用水や

防災用水としても利用されています。農業用水に利用された水は、真野川に還元

される他、用水路を経由して直接琵琶湖に排水されるものもあります。 

 
藤ノ木川の河川水は、下流部を除き、平常時の水量がほとんどないこともあ

り、農業用水への利用はされていませんが、沿川里坊の寺院の池泉に利用されて

います。 

 
常世川・吾妻川の河川水は、市街地を流下しており、農業用水への利用はなさ

れていません。 

 

相模川、盛越川など 8 河川の河川水は、中・下流域に残された水田の農業用水

として、地域の貴重な水源として古くから利用されています。 

 
現状では、流況や利水量が正確に把握できていないところもあります。平常時

の流水が河川環境に潤いを与えていることの認識のもと、平常時かつ渇水時に

おいて、地域住民と連携しつつ流況の把握に努める必要があります。 

なお、天井川の切り下げや新川の掘削など地下水への影響が想定される河川

については、地下水位への影響についての調査が必要です。 

 
 

 

 

表 水道普及率 

取水位置 還元位置

かんがい期 代かき期 かんがい期 代かき期
1 滋賀県指令河　第71号 許可 0.38 8.20 8.11 0.008 0.008 0.007 0.007 6/26～10/5 4/20～6/25
2 藤本揚水ポンプ場 慣行 堅田町大字今堅田字北大道１４ 0.5 0.92 － 0.050 0.050 － － 6/21～9/30 5/10～6/20
3 長河原用水 慣行 堅田町大字大野字長河原３９９ 3 5.26 3.25 0.012 0.009 0.010 0.008 6月上旬～9月末 6月上旬～6月中旬(20日間)
4 大野部落用水井堰 慣行 堅田町大字南庄字大畑２２７－１ 18 5.26 3.25 0.150 0.150 0.128 0.128 6/11～9/20 5/20～6/10
5 荒木湯井堰 慣行 堅田町大字真野荒木７５４ 33.8 2.26 1.64 0.070 0.070 0.060 0.060 6/11～9/20 5/20～6/10
6 下戸湯 慣行 真野字下川原２０４ 5 1.55 － 0.020 0.020 － － 6/11～9/20 5/20～6/10
7 宿前井堰 慣行 真野宿の前１２３７ 10 5.26 3.25 0.050 0.050 0.043 0.043 6/11～9/20 5/20～6/10
8 大野電気揚水ポンプ場 慣行 大野字唐崎４３２ 2.5 5.26 3.25 0.100 0.100 0.085 0.085 5月下旬～9月中旬 5月下旬～5(6)月末日(30日間)
9 甲田井堰 慣行 真野字ミトシロ１２０６ 12 1.63 1.23 0.290 0.290 0.247 0.247 6/11～9/20 5/20～6/10
10 大野水揚ポンプ場 慣行 堅田町大字大野字唐崎７５４－２ 3 5.26 3.25 0.012 0.009 0.010 0.008 5月上旬～9月中旬 5月上旬～5月下旬
11 山田用水 慣行 堅田町大字大野字岸３９５ 3 5.26 3.25 0.012 0.009 0.010 0.008 4月下旬～9月中旬 5月上旬～5月下旬
12 堀ノ下湯根 慣行 堅田町下在地堀ノ下８２６ 1.3 8.10 6.40 0.020 0.020 0.017 0.017 5/16～9/20 5/5～5/15
13 向面井堰 慣行 堅田町大字北在地４１８ 5 8.76 6.40 0.030 0.030 0.026 0.026 6/16～9/20 5/15～6/15
14 長本用水 慣行 堅田町大字下在地字日頭８０８ 3 8.10 6.40 0.063 0.063 0.054 0.054 6/11～9/30 5/20～6/10
15 日頭用水 慣行 堅田町下在地字北街道868 6 8.10 6.40 0.030 0.030 0.026 0.026 6/11～9/30 5/20～6/10
16 百苅用水 慣行 堅田町北在地北ノ高４５２ 6 8.76 6.40 0.020 0.020 0.017 0.017 6/11～9/30 4/20～6/10
17 正田用水 慣行 堅田町南庄西ノ勝　　　　　 5 5.95 5.10 0.068 0.068 0.058 0.058 6/11～9/30 5/20～6/10
18 畑ヶ田井堰 慣行 堅田町北在地字東出３１　　 0.8 8.76 6.40 0.189 0.189 0.161 0.161 6/11～9/20 5/30～6/10
19 久保ノ下用水路 慣行 堅田町下在地字堀ノ下８５６ 1 8.10 6.40 0.026 0.026 0.022 0.022 6/11～9/30 5/20～6/10
20 ひる原井堰 慣行 堅田町向在地川原 1.5 6.86 6.40 0.030 0.030 0.026 0.026 6/16～9/20 5/15～6/15
21 畑田井堰 慣行 堅田町下在地字喜登路５４ 0.5 8.10 6.40 0.189 0.189 0.161 0.161 6/11～9/20 5/30～6/10
22 井垣 慣行 堅田町大字東出１１ 5/16～9/20 5/5～5/15 面積不明のため除外
23 北前田井堰 慣行 堅田町大字北在地字北前田630 10 8.76 6.40 0.325 0.325 0.276 0.276 6/26～9/30 5/1～6/25
24 東出井垣水路 慣行 堅田町大字北在地東出9 1 8.76 6.40 0.015 0.015 0.013 0.013 6/26～9/30 5/1～6/25
25 大湯根六町井堰 慣行 堅田町大字北在地４６６ 10 8.76 6.40 0.050 0.050 0.043 0.043 6/11～9/10 5/20～6/10
26 藤四郎田いね 慣行 堅田町北在地北ノ前４５６ 0.6 8.76 6.40 0.012 0.012 0.010 0.010 6/16～10/5 5/25～6/15
27 常田用水 慣行 堅田町大字北在地６３３ 0.7 8.76 6.40 0.015 0.015 0.013 0.013 6/1～9/20 5/15～5/31
28 長元用水路 慣行 堅田町大字下在地字畑ケ田１３９８ 2 8.10 6.40 0.024 0.024 0.020 0.020 5/26～9/5 5/10～5/25
29 喜登路井堰 慣行 堅田町大字下在地喜登路７１ 5 8.10 6.40 0.019 0.015 0.017 0.013 6/26～10/5 4/20～6/25
30 下正保野入口堰 慣行 堅田町大字向在地琵琴谷地先 1.5 6.86 6.40 0.043 0.043 0.037 0.037 6/16～10/5 5/25～6/15
31 堀ノ下用水路 慣行 堅田町下在地字堀ノ下８３９・長元188 1.3 8.10 6.40 0.031 0.031 0.026 0.026 6/11～9/30 5/20～6/10
32 甚田用水路 慣行 堅田町大字下在地字長元７８８ 0.4 8.10 6.40 0.017 0.017 0.014 0.014 6/11～9/30 5/20～6/10
33 外野上井根 慣行 堅田町大字下在地字金屋１０２３ 1.2 8.10 6.40 0.028 0.028 0.024 0.024 6/11～9/30 5/20～6/10
34 畑田用水 慣行 堅田町大字下在地字畑田1398 0.214 8.10 6.40 0.010 0.010 0.009 0.009 5/20～9/15 5/28～6/5
35 川原取水口 慣行 堅田町大字下在地字長７８８ 4 8.10 6.40 0.030 0.030 0.026 0.026 5/16～9/20 5/5～5/15
36 筆頭湯根 慣行 堅田町大字北在地字北前田602 3 8.76 6.40 0.064 0.064 0.054 0.054 6/11～9/30 5/10～6/10
37 畑田井根 慣行 堅田町北在地小字東出３１ 0.5 8.76 6.40 0.020 0.020 0.017 0.017 6/11～9/30 4/20～6/10
38 月垣湯根 慣行 堅田町北在地　県道北在地橋より西方100ｍ   5 8.76 6.40 0.050 0.050 0.043 0.043 6/11～9/20 5/20～6/10
39 中野用水路 慣行 堅田町下在地字堀ノ下575 0.6 8.10 6.40 0.020 0.020 0.017 0.017 6/11～9/30 5/20～6/10
40 下ノ勝用水 慣行 堅田町大字南庄字市田 3.5 5.54 5.10 0.065 0.065 0.055 0.055 6/11～9/30 5/20～6/10
41 苗代井根 慣行 堅田町北在地北前田６２８  0.13 8.76 6.40 0.013 0.013 0.011 0.011 6/11～9/30 5/20～6/10
42 外野上井根 慣行 堅田町大字向在地外野６５０ 0.8 6.86 6.40 0.090 0.090 0.077 0.077 6/11～9/30 5/31～6/10
43 中外野井堰 慣行 堅田町大字向在地字外野６４０ 0.6 6.86 6.40 0.040 0.040 0.034 0.034 6/11～9/30 5/20～6/10
44 八郎兵衛ドンド 慣行 堅田町大字向在地字下川原２００ 1.3 6.86 6.40 0.027 0.027 0.023 0.023 6/11～9/30 5/20～6/10
45 おつやドンド 慣行 堅田町大字向在地字外野６０９ 1.21 6.86 6.40 0.090 0.090 0.077 0.077 6/1～9/10 5/20～5/30
46 金屋井根 慣行 堅田町大字下在地字金屋１０３３ 1.5 8.10 6.40 0.006 0.004 0.005 0.004 6/26～10/5 4/20～6/25
47 北街道上湯根 慣行 堅田町大字下在地字北街道８０８ 1 8.10 6.40 0.010 0.010 0.009 0.009 4/10～9/15 5/25～6/10
48 大道井堰 慣行 堅田町大字真野字下河原１７７ 15 1.05 － 0.100 0.100 － － 6/11～9/20 5/20～6/10
49 喜登呂上井堰 慣行 堅田町大字北在地字阿倉３１４ 0.45 8.76 6.40 0.010 0.010 0.009 0.009 4/20～9/30 5/1～6/15
50 寺街道湯根 慣行 堅田町下在地寺街道８６８ 1 8.10 6.40 0.026 0.026 0.022 0.022 6/11～9/30 5/20～6/10
51 正の前井堰 慣行 堅田町大字下在地堀の下(県道下在地大宮橋上流30m) 1.6 7.02 6.40 0.034 0.034 0.029 0.029 6/11～9/30 5/20～6/10
52 寺湯井堰用水 慣行 堅田町大字真野字ヒロム７５４ 0.2 2.56 － 0.010 0.010 － － 5/1～9/30 5/20～6/15

備考距離(km) かんがい期 代かき期面積(ha)

取水量
(m3/s)

還元量
(m3/s)

№ 施設名 水利権 大字以下

表 真野川の取水・還元一覧表 

図 真野川の取水還元位置図（1/5） 

出典：令和 3 年滋賀県統計書 

(令和3年3月31日現在)

人口（人）
現在給水
人口（人）

普及率
（％）

滋賀県 1,412,266 1,409,352 99.8
大津市 343,817 342,524 99.9



32 

  

出典・根拠 

 

図 真野川の取水還元位置図（2/5） 図 真野川の取水還元位置図（4/5） 

図 真野川の取水還元位置図（3/5） 図 真野川の取水還元位置図（5/5） 


